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三
十
年
七
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一
日
提
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タ
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ー
衝
突
事
故
に
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流
出
し
た
油
状
物
等
に
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る
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意
書
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タ
ン
カ
ー
衝
突
事
故
に
よ
り
流
出
し
た
油
状
物
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
タ
ン
カ
ー
衝
突
事
故
に
よ
り
流
出
し
た
油
状
物
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
三
十
年
五
月
二
十

二
日
受
領
答
弁
第
二
九
七
号
）
の
内
容
を
踏
ま
え
、
改
め
て
政
府
の
対
応
等
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
再
び
質
問
す

る
。

一

平
成
三
十
年
一
月
六
日
に
発
生
し
た
タ
ン
カ
ー
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
号
と
貨
物
船
「
Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」
号
の
衝

突
等
（
以
下
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
事
故
」
と
い
う
。
）
に
係
る
対
応
に
あ
た
り
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関

す
る
法
律
第
四
十
二
条
の
二
十
五
で
規
定
さ
れ
て
い
る
報
告
及
び
検
査
が
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
事
故
」
に
お
い
て
、
「
「
油
等
汚
染
事
件
へ
の
準
備
及
び
対
応
の
た
め
の
国
家

的
な
緊
急
時
計
画
」
（
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
国
家
緊
急
時
計
画
」
と
い
う
。
）
第
三
章
第
二
節
に

基
づ
き
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
事
故
発
生
後
速
や
か
に
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
情
報
共
有
を
行
う
等
適
切
に
対
応
し

た
」
と
し
て
い
る
。

国
家
緊
急
時
計
画
第
三
章
第
二
節
に
は
、
そ
の
他
に
も
官
邸
対
策
室
、
警
戒
本
部
の
設
置
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
事
故
」
に
お
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
の
か
。
そ
の
詳
細
を
明

一



ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
事
故
」
の
発
生
場
所
、
漂
流
、
沈
没
、
そ
の
後
の
油
状
物
等
の
湧
出
、
拡
散
は
、
我
が
国
の
排
他
的

経
済
水
域
内
で
生
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

四

「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
事
故
」
の
発
生
後
、
油
状
物
等
の
湧
出
、
拡
散
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
か
。
そ
の

際
に
衛
星
写
真
を
利
用
し
て
い
た
の
か
を
含
め
て
、
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
お
い
て
、
タ
ン
カ
ー
衝
突
等
に
よ
り
海
洋
汚
染
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
影
響
を
迅
速
か

つ
的
確
に
把
握
し
、
被
害
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
事
故
」
発
生
後
の
状
況
を
見
る
と
、
中
国
の
巡
視
船
が
数
多
く
対
応
に
当
た
っ
て
い
て
、
我
が
国
の

対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
の
指
摘
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

有
識
者
の
科
学
的
な
診
断
が
機
能
し
て
い
る
米
国
等
で
は
、
事
故
後
に
漂
着
し
た
生
物
の
死
体
を
回
収
し
、
専
門
家
が
参

加
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
海
棲
哺
乳
類
な
ど
海
洋
生
物
の
被
害
状
況
を
把
握
し
、
評
価
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
水
産
資
源
が
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
欠
か
せ
な
い
活
動
で
あ
る
。

国
立
科
学
博
物
館
は
、
自
然
史
に
関
す
る
科
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
及
び
そ
の
応
用
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
こ

二



れ
ら
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
保
管
及
び
公
衆
へ
の
供
覧
等
を
行
う
こ
と
を
役
務
と
し
て
お
り
、
「
漂
着
し
た
生
物
の
死

体
」
の
情
報
お
よ
び
検
体
を
国
立
科
学
博
物
館
に
転
送
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
緊
急
時
計
画

に
、
「
国
立
科
学
博
物
館
な
ど
の
国
立
の
学
術
機
関
の
役
割
な
ら
び
に
連
携
」
を
明
記
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


